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　第2回JCHO地域医療総合医学会が9月16日（金）・17日
（土）の両日、東京都港区高輪のTKPガーデンシティ品川と
JCHO研修棟を会場として開催されました。
　今回のメインテーマは「スタートしたチームJCHO～その軌
跡とミッションの達成に向けて～」とし、継続シンポジウム・一
般演題・ポスター発表について、職場・職域を越えて各セッショ
ンで活発な議論が行われました。
　当院からは、7演題（看護部門：3演題、薬剤部：1演題、放射線
部：1演題、栄養管理室：2演題）を発表しました。
　今回の目玉は、2012年にノーベル生理学・医学賞を受賞さ
れた山中伸弥先生（京都大学iPS細胞研究所所長・未来生命科
学開拓部門教授）による「iPS細胞がひらく新しい医学」と題し
た特別講演でした。
　10年前の2006年、マウスの皮膚から採取した線維芽細胞に
4つの遺伝子を導入することで、体の全ての組織や臓器の細胞
に分化できる能力を備えた「iPS細胞」を樹立できることの報
告、翌年にはヒトの細胞でiPS細胞の樹立の報告し、iPS細胞
は失われた体の細胞や機能の回復を図るための「再生医療」へ
の利用をはじめ、細胞移植治療や創薬研究に革命をもたらす
技術として、社会から注目を浴び導入する遺伝子や導入方法な

どの多くの改良が加えられ、2014年秋に世界で初めて加齢黄
斑変性の患者さんにiPS細胞から作成した網膜色素上皮細胞
の移植を行った報告がありました。
さらに、京都大学iPS細胞研究所での2030年までに達成すべ
き4つの目標についての説明がありました。
　　①iPS細胞ストックを柱とした再生医療の普及について
　　②iPS細胞を使った個別化医薬の実現と難病の創薬
　　③iPS細胞を利用した新たな生命科学と医療の開拓
　　④日本最高レベルの研究支援体制と研究環境の整備
　山中教授は研究者また経営者としての2つの顔を持ち、研究
スタッフの雇用及び研究環境整備のため、自らマラソン等に参
加して募金活動を行い、運営資金獲得のため自ら日々活動して
いる姿に感銘を受けました。
　JCHO地域医療総合医学会は、多職種が参加し職種の枠を
越えた意見交換ができる場であり、今後もJCHOの使命であ
る「安心の地域医療を支えるJCHO」を基盤とした地域完結型
の医療提供が必要だと再認識いたしました。
　最後に本学会事務局・学会関係者並びに演題を発表された
皆さまにおかれましては、本当にお疲れさまでした。

事務部長　冨木田　武

第2回JCHO地域医療総合医学会第2回JCHO地域医療総合医学会
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職場体験

★七夕会★
寄贈ありがとう
ございました

　当院附属訪問看護ステーションの利用者様
より、軽自動車1台・ノートパソコン1台・プリン
ター 1台を寄贈していただきました。
　訪問看護の車が新しくなるとともに心も一
新、フットワークも軽く、また皆様の元へ向かい
たいと思います。
　今回は貴重な機器等を寄贈していただき、誠
にありがとうございました。今後もより良い医
療を提供できるよう
邁進してい
きます。

　７月１日（金）に七夕会が開催されました。今年も例年同様、
イベント会場では、ダーツ・わなげ・くじ引きを楽しむ人達で
賑わいを見せていました。
　ボランティアの方による披露では、【りつりん保育所】の園
児さんによる歌や手遊びに心和まされ、フルートの二重奏や
フランダンスでは優しい音色に心穏やかな時間を過ごせまし
た。今回もボランティアの方々や協力して下さった職員の皆
さんのお力添えで無事に終える事ができました。ありがとう
ございました。
　患者サービス・環境整備改善協議会

　７月２８日に「ふれあい看護体験」を行い、４名の高校生
が参加されました。
　初めに前場院長より辞令が交付された後、参加者は各
病棟に分かれ、血圧測定、足浴・手浴、車いす移乗などを
体験しました。また、手洗い・ガウンテクニックの体験で
は、普段行っている手洗いの重要性も再認識できたと好
評でした。
　体験終了後は、「看護師になりたいという思いがさらに
強くなりました」や「患者さんからの“ありがとう”の言葉
が嬉しかったです」などの感想をいただき、今回の体験で
看護師の仕事の魅力が伝わってくれていたら嬉しいです。

　９月５日から１５日まで職場
体験が行われました。
　今回は香東中学校、勝賀中
学校、太田中学校、協和中学校の生徒のみなさんに
各部署で様々な体験をしていただきました。栄養課での
トロミ剤を使っての水分摂取体験や理想のメニュー選び、
薬剤科でのマーブルチョコ（粒）やポカリスエット（顆粒）
を薬に見立てた分包作業などを行い大好評でした。今回
の職場体験を通して病院スタッフの仕事に興味を持ち、

患者さんとふれあうことでコミュニケーション
の大切さ、やりがいのある仕事だと実感しても

らえたように思
います。

は じ め ま し て

①診療科 ②出身地 ③専門分野
④趣味・特技 ⑤性格　 ⑥抱負

小嶌　洋和（研修医）
KOJIMA  HIROKAZU

①眼科
②長野県
③専門分野はまだな
く、研修中です。
④旅行
⑤温厚
⑥精一杯やりますので、どうぞよろし
くお願いします。



3第11号●

JCHO学会に参加して
地域包括ケア病棟　稲田　貴子

　香川県では当院以外で地域包括ケア病棟を有
する病院が周辺には少ないが、JCHO関連病院
では立ち上げが早く、今回の演題にも多く取り上
げられていて地域医療の意識の高さを感じた。ま
た、様々な発表を聞くと日々消去法の仕事でなく、
他のJCHO病院も頑張っているのがよく理解で
きて励みになった。
　さらに山中教授の講演も難しいのを覚悟して
いたが、楽しく拝聴させていただき、早速個人的
に寄付の電話もしてしまった。

栄養管理室　宮武　恵子

　私は多職種が連携して自宅退院した症例を発表しました。
地域包括ケア病棟の設置と栄養サポートチーム加算の算
定開始が同時期であり、看護師、言語聴覚士、医師、栄養士
とさまざまな職種が患者と家族の支援に関わり、希望通り
在宅療養となりました。連携の大切さを実感する印象深い
症例を経験し発表することができて感謝しています。また、
同じＪＣＨＯ病院の研究や取り組みを数多く聞くことがで
きとても参考になりました。今後もたくさんの方々に参加
していただき、会がさらに発展していくことを期待してい
ます。

健康管理センター　西浦　知子

　私は今回、「健康管理センターにコンシェルジュナース
を起用しての取り組み」について発表させていただきまし
た。シンポジウム『JCHOにおける健康管理センターの役
割』の中で健康管理センター活動は、医療福祉行政に大き
な影響を及ぼす重点事業であると語られていました。セン
ター看護師長として地域住民の健康維持のための新たな
課題を見いだす機会となりました。今後もチーム医療を大
切に協調してセンター事業の充実に努めていきたいと思
います。

栄養管理室　藤田　恵理

　今回、連携（患者と医療者のパートナーシップ)部門にお
いて「糖尿病の栄養指導」について発表させて頂きました。
改めて、患者さんの気持ちに寄り添い、一人ひとりに合っ
た支援が重要であることを認識することができました。
　また、さまざまな病院の管理栄養士や他の職種の方々
の発表を、たくさん聞くことができ、参考にしたいと思う
内容ばかりで、大変有意義でした。
　京都大学の山中教授の特別講演では、ｉＰＳ細胞を利用
した再生医療研究についてのお話を聞くことができ、とて
も貴重な経験となりました。

訪問看護ステーション　香西恵利子

　今回、【地域医療・介護】部門において「在宅看取り患者
と家族への継続的関わり」について発表させて頂きました。
10年間の訪問看護を6分間に集約する事は困難を極めま
したが、振り返る機会を与えて頂き感謝致します。
　山中教授の特別講演では、町工場に生まれ、手術の下手
な医師がスタッフに恵まれ、偉業を成し得てスタッフの生
活を考え、今なお色んな意味で走り続ける姿に多少なりと
も自分と重なる部分を感じ、感銘を受けました。
　今後もJCHO組織一員として、訪問看護の充実に努め
ていきたいと思います。

薬剤科　冨田　翔子

　今回JCHO学会に参加させていただき、たくさんの発
表を聴講でき、とても刺激を受けました。 さまざまな職種
の方がそれぞれのアプローチで患者さんのために取り組
んでいるんだなあと感じました。 薬剤師の方たちの発表
も聞くことができ、他の病院ではどのような取り組みを
行っているのかを知れて、とても参考になりました。 今後
の業務に生かしていきたいと思います。 また、京都大学の
山中先生のiPS細胞の話も聞くことができ、とても貴重な
経験となりました。

放射線部　舩本　亮太

　第２回JCHO地域医療総合医学会に参加してきました。
他職種の発表を聞くことはほとんどないので、いろいろな
職種の話が聞けてよい経験になりました。
　私は、MRI関連の発表をし、コメディカル部門のセッショ
ンを中心に聴講しましたが、どれも穏やかな感じで進行、
質疑応答が行われていました。
　発表の場慣れにはよい学会だと思いますので、若い方
は参加発表してもらえたらと思います。



4 ●第11号

外 来 診 療 案 内
午前／８：３０～１１：３０　午後／１２：４５～１６：３０
当院では全診療科で予約診療を行っております。
診療科によっては受付時間が異なります。午後の診療は手術・検査等によっては出来ない場合があります。

私たちは、患者様にやさしい総合病院を目指します。

１．急性期医療に徹し、診療各科及びかかりつけ医との連携を強めます。
２．地域住民との交流を図り、新たな疾病予防や健康づくりの情報を提供します。
３．常に自己研鑚に励み、良質かつ安全な医療を提供します。

土・日・祝日及び年末年始　　　　　　　　 午後１時～午後８時（平日）　午前１１時～午後８時（土日祝） 

受付時間

休 診 日 面会時間

りつりん病院の 理 念

りつりん病院の 基 本 方 針

内 科 午 前

午 前

午
前
午
後

午 前

午 前

午 前

一般外来

専門外来（予約制）
一般外来

午 後

午 後

午 前
午 後
午 前

午 前

午 前

午 後

午 前
午 後

午 後

午 後
午 前
午 後
午 前
午 後

午 後

午 後
緩和ケア外来

外 科

小 児 科
各種予防接種
（要予約）
月～金曜日

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

婦 人 科

眼 科

放 射 線 科

麻 酔 科
歯 科

耳鼻いんこう科

整 形 外 科
リハビリテーション科

（糖 尿 病 教 室）

循 環 器 科

呼 吸 器 科

月診　療　科　目 火 水 木 金

※担当医は変更となる場合がありますのでご了承ください。

（は や し）　 林　 （やまのい）山 ノ井 （は や し）　 林　 （は や し）　 林　 （やまのい）山 ノ井
（よ し だ）吉 　田 （よ し だ）吉 　田 （やまのい）山 ノ井 （よ し だ）吉 　田 非常勤医師

非常勤医師 （ た だ ）多 田 （ た だ ）多 田 （おおもりこうじ）大森浩二非常勤医師
非常勤医師

非常勤医師

（は や し）　 林　（おおもりこうじ）大森浩二 （よ し だ）吉 　田 （やまのい）山 ノ井 （ た だ ）多 田

非常勤医師

検査・予約

非常勤医師
検　　査

（まつうら）松 　浦 （まつうら）松 　浦 （まつうら）松 　浦 （まつうら）松 　浦 （まつうら）松 　浦

（いしはらなおこ）石原尚子 （おおもりこうじ）大森浩二 （いしはらやすひろ）石原靖大
（いしはらやすひろ）石原靖大

（いしはらなおこ）石原尚子

（す ず き）鈴 木 （くにかた）國 方 （す ず き）鈴 木 （くにかた）國 方
こころの外来喘　　息 こころの外来・乳児検診

（ま え ば）前 場 （ふ じ た）藤 田 （いんどう）因 藤 （ま え ば）前 場
（ ほ り ）　 堀　 （たけうち）竹 内 （ ほ り ）　 堀　 （ふ じ た）藤 田 （たけうち）竹 内
（いんどう）因 藤 担当医 手　術

（13：30～15：00）要予約
（た む ら）田 村 （た む ら）田 村
（た な か）田 中 （た な か）田 中 （た な か）田 中

（た む ら）田 村 （た む ら）田 村 （た な か）田 中
第1･3・5週

第 2･4 週

田 中
川 田

（か わ だ）川 田
（か わ だ）川 田 （か わ だ）川 田 （か わ だ）川 田 （非常勤医師）谷 野

手 術 ・ 検 査

手 術 ・ 検 査

（もりさき）森 﨑 （もりさき）森 﨑 （もりさき）森 﨑 （もりさき）森 﨑 （もりさき）森 﨑
非常勤医師
非常勤医師
非常勤医師

非常勤医師
非常勤医師

非常勤医師

非常勤医師非常勤医師

手術・検査

休　診 （もりさき）森 﨑 休　診 非常勤医師

（おおはし）大 橋 （おおはし）大 橋 （さかもと）坂 本（さかもと）坂 本
（おおはし）大 橋

（さかもと）坂 本 （さかもと）坂 本（おおはし）大 橋 （おおはし）大 橋

（うつのみや）宇 都宮 （うつのみや）宇 都宮 （うつのみや）宇 都宮 （うつのみや）宇 都宮
（うつのみや）宇 都宮 （うつのみや）宇 都宮 （うつのみや）宇 都宮 （うつのみや）宇 都宮

（ふじむら）藤 村
（ふじむら）藤 村 （ふじむら）藤 村 （ふじむら）藤 村 （ふじむら）藤 村
（み よ し）三 好 （み よ し）三 好 （み よ し）三 好 （み よ し）三 好

手　術 手術・検査

手術・検査

手　術 手術・検査 検　査

検　査
（く や ま）久 山 （く や ま）久 山 （く や ま）久 山 （く や ま）久 山 （く や ま）久 山
（く や ま）久 山 （く や ま）久 山 （く や ま）久 山
（ふくなが）福 永 （ふくなが）福 永 （ふくなが）福 永 （ふくなが）福 永 （ふくなが）福 永
（ふくなが）福 永 （ふくなが）福 永 （ふくなが）福 永

担当医 手　術 担当医 手　術

小　西 （こにし）　神経ブロック ・ 外来 ： 要予約 
吉　本（よしもと）　顎関節症・障害者歯科・口腔外科

（おおもりこうじ）大森浩二


